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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの揮発性炭化水素溶媒を含む化粧品又はケア製品を包装し及び適用する
ための装置（１、１’、１”）であって、該装置が気密密閉可能であってかつ少なくとも
二つのエレメントを有し、該エレメントの少なくとも一つがプラスチック材料製であり、
該エレメントが相互に運動するのに適していて該製品が適用されることを可能にしている
装置において、揮発性炭化水素溶媒であるイソドデカンの蒸気に曝される装置のすべての
プラスチック材料エレメントが、スチレン化合物、特にポリスチレン及びそのコポリマー
（ＳＢ、ＳＡＮ、ＡＢＳ）、ポリ塩化ビニル及びその誘導体、ポリアクリル系（ＰＭＭＡ
）、ポリオキシメチレン類（ＰＯＭ）、ポリアミド類（ＰＡ）、及び飽和熱可塑性ポリエ
ステル、特にポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）から選択される非－ポリオレフィン
性プラスチック材料製であり、該エレメントがイソドデカンの蒸気と長時間接触した場合
に顕著な質量変化を生じないことを特徴とする装置。
【請求項２】
　装置が口紅ケースを構成することを特徴とする、請求項１の装置。
【請求項３】
　装置のプラスチック材料エレメントのすべてがアクリロブタジエン－スチレン（ＡＢＳ
）製であることを特徴とする、請求項１又は２の装置。
【請求項４】
　装置が外部カバーを含みかつ該カバーがＡＢＳ製又はＡＢＳとＳＡＮとのコポリマー製
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であることを特徴とする、先の請求項１ないし３のいずれかの装置。
【請求項５】
　装置が相互に運動可能な少なくとも二つのエレメントを有する駆動機構を含むこと、及
びこれらのエレメントが異なる材料、一のエレメントがＰＯＭ製でかつ他方のエレメント
がＡＢＳ製であることを特徴とする、先の請求項１ないし４のいずれかの装置。
【請求項６】
　顕著な質量変化を受けないプラスチック材料エレメントの少なくとも一つを製品の駆動
機構が有することを特徴とする、先の請求項１ないし５のいずれかの装置。
【請求項７】
　顕著な質量変化を受けないプラスチック材料エレメントの少なくとも一つが装置の外部
から見ることができないことを特徴とする、先の請求項１ないし６のいずれかの装置。
【請求項８】
　顕著な質量変化を受けないプラスチック材料エレメントの少なくとも一つが製品と直接
接触していることを特徴とする、先の請求項１ないし７のいずれかの装置。
【請求項９】
　製品が少なくとも一つの揮発性炭化水素溶媒を少なくとも２０％含むことを特徴とする
、先の請求項１ないし８のいずれかの装置。
【請求項１０】
　少なくとも一つの揮発性炭化水素溶媒を含む化粧品又はケア製品を包装し及び適用する
ための装置（１、１’、１”）であって、該装置が気密密閉可能であってかつ製品の駆動
機構を含み、この駆動機構が少なくとも二つのエレメントを有し、該エレメントの少なく
とも一つがプラスチック材料製であり、該エレメントが相互に運動するのに適していて該
製品が適用されることを可能にしている装置において、揮発性炭化水素溶媒であるイソド
デカンの蒸気に曝される駆動機構のすべてのプラスチック材料エレメントが、スチレン化
合物、特にポリスチレン及びそのコポリマー（ＳＢ、ＳＡＮ、ＡＢＳ）、ポリ塩化ビニル
及びその誘導体、ポリアクリル系（ＰＭＭＡ）、ポリオキシメチレン類（ＰＯＭ）、ポリ
アミド類（ＰＡ）、及び飽和熱可塑性ポリエステル、特にポリエチレンテレフタレート（
ＰＥＴ）から選択される非－ポリオレフィン性プラスチック材料製であり、該エレメント
がイソドデカンの蒸気と長時間接触した場合に顕著な質量変化を生じないことを特徴とす
る装置。
【請求項１１】
　駆動機構がフェルール、スティック運送カップ及び鞘を含むことを特徴とする、口紅ケ
ースを構成する請求項１０の装置。
【請求項１２】
　カップが径方向に対向して配置されている二つのスタッドを有し、これらがフェルール
において径方向に対向して配置されている二つのガイドスロットにスライドするように配
置されていることを特徴とする、請求項１１の装置
【請求項１３】
　フェルール及びカップが非－ポリオレフィン性プラスチック材料製であることを特徴と
する、請求項１１又は１２の装置。
【請求項１４】
　突出部を備えた挿入物を有するキャップを含む、請求項１０ないし１３のいずれかの装
置。
【請求項１５】
　鞘が金属スリーブを有することを特徴とする、請求項１１の装置。
【請求項１６】
　製品が少なくとも一つの揮発性炭化水素溶媒を少なくとも２０％含むことを特徴とする
、請求項１０ないし１５のいずれかの装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、化粧品又はケア製品を構成する物質を包装し及び適用する装置の分野に関する
。
本発明は、口紅を包装し及び適用する装置に特に関するが、それに限定されない。
【０００２】
【従来の技術】
口紅を包装及び適用するための多数の装置が提案されてきた。
例として、フランス特許ＦＲ－Ａ－２ ５４８ ８８０及びＦＲ－Ａ－２ ７６２ ７６３を
挙げることができ、また出願人の会社名による欧州特許出願ＥＰ－Ａ－０ ８１５ ７６６
も挙げることができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
口紅の良好な保存を確実にし、かつ特に材料中に含まれる揮発性の炭化水素溶媒が蒸発す
るのを防止するために、ケースを気密に密封することが一般的に望ましい。
社内試験で、現在市販されているケースは密封性が十分であること、すなわち周囲より高
い温度で長時間保存した場合に密封したケースの質量が変化しなかったことが分かった。
このような密封性があるにもかかわらず、口紅のいくつかの組成の保存が良好ではなく、
かつその結果としてメーキャップの品質が影響を受けることが見出された。
本発明は特に口紅の保存の改良を目的とするものである。
より一般的には本発明の目的は、少なくとも二つのエレメントを含む密封性の包装装置及
びアプリケーター中に含まれる揮発性の炭化水素溶媒の少なくとも一つを含む化粧品又は
ケア製品を構成する物質の保存を改良することであり、該エレメントの少なくとも一つは
プラスチック材料製であり、該エレメントは該物質の適用が可能となるように相互に運動
するのに適している。
このことは本発明では、上記の溶媒の蒸気と長時間接触する場合に上記エレメントの質量
が大きく変動しないようにプラスチック材料を選択することによって達成される。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
出願人会社は、驚くべきことに、物質に含まれる揮発性の炭化水素溶媒の蒸気に曝される
装置のエレメントを、上記のプラスチック材料の一又は複数で製造することにより、物質
の保存を改良することが可能であることを見出した。
本発明を完成し社内で比較試験を行った結果、出願人会社は、装置のプラスチック材料の
部材が溶媒の蒸気を微量でさえ吸収しないことによって、物質の保存が改良可能であるこ
とを見出した。
出願人会社がさらに見出したことは、例えば口紅ケースに適用されるような物質を運動さ
せる機構を装置が含む場合、本発明によって、物質中に含まれる揮発性の炭化水素溶媒を
吸収した後でプラスチック材料の構成部材の寸法が変化しかつ機構が誤動作を起こすいか
なるリスクも避けることが可能となることであり、このことは相対的に高い温度及び／又
は長期間（数年間）における保存の結果においても起こる。口紅ケースの駆動機構は相互
に正確に移動する必要がある部品を含んでおり、これらは特に寸法の変化に敏感である。
【０００５】
本発明は、８～１６の炭素原子を有する炭化水素油、又はＣ8～Ｃ16の分岐アルカン及び
その混合物から選択可能な溶媒との混合物から溶媒を選択する場合及びイソドデカンで構
成することができる場合に特に有利である。
好ましくは、装置のプラスチック材料部材の製造に非－オレフィン系プラスチック材料を
使用する。
従って、以下に挙げるものから選択する材料を使用することができる：スチレン化合物、
特にポリスチレン及びそのコポリマー（スチレンブタジエン（ＳＢ）、スチレン－アクリ
ロニトリル（ＳＡＮ）、アクリロブタジエン－スチレン（ＡＢＳ））、ポリ塩化ビニル及
びその誘導体、ポリアクリル系（ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ））、ポリオキシ
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メチレン類（ＰＯＭ）、ポリアミド類（ＰＡ）、及び飽和熱可塑性ポリエステル、特にポ
リエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）。
ある態様では、装置のプラスチック材料部材はすべてＡＢＳ製である。
【０００６】
装置が外部カバーを有する場合、カバーはＡＢＳ製又はＡＢＳとＳＡＮとのコポリマー製
であることが有利である。
相互に関連して動きうる少なくとも二つの部材を含む駆動機構を装置が含む場合、これら
の部材は異なる材料で作られていることが有利であり、部材の一つはＰＯＭ製で他の一つ
がＡＢＳ製であることが有利である。
このことにより滑動が改良されかつきしみ音を避けることができる。
顕著な質量変化が生じない前記プラスチック材料エレメントの少なくとも一つが物質の駆
動機構に属することができる。
顕著な質量変化が生じない前記プラスチック材料エレメントの少なくとも一つを装置の外
部から見えないようにすることができる。
顕著な質量変化が生じない前記プラスチック材料エレメントの少なくとも一つを物質と直
接接触させることができる。
本発明の他の特徴及び利点は、以下の態様の詳細な説明及び添付図面の説明を読めば明ら
かになるが、これらに限定されない。
【０００７】
【発明の実施の形態】
図１及び２は本発明の第１の態様を構成するケース１を示している。
本例において、ケース１はボディ又はベース２、取り外し可能なキャップ３、及び物質Ｐ
のスティックを垂直方向に動かす駆動機構４を含む外部カバーを有している。
機構４は常用の構造を示しており、三つのエレメント、すなわちフェルール５、スティッ
ク運送カップ６、及び鞘７によって構成されている。
フェルール５及びカップ６はプラスチック材料で作られており、鞘７はプラスチック材料
の内部ライニング９で内張した金属スリーブ８を有している。
常法に従って、カップ６は直径の反対側にある二つのスタッド１０を有し、これらはフェ
ルール５において直径の反対側にある二つのガイドスロット１１にスライドするように配
置されている。
スタッド１０の末端は内部ライニング９においてらせん状の溝１２とかみ合っており、こ
れによって鞘７に対してフェルール５を回転させるとカップ６が垂直に動く。
【０００８】
ボディ２は短いシリンダー１３を有し、それはフェルール５とかみ合ってそれと一緒に回
転するようになっている。
物質Ｐのスティックを伸ばすために、ユーザーは密封キャップ３をはずして鞘７をボディ
２に対して回転させる。
図面を明確にするために、図１では物質Ｐのスティックの先端部の末端のみを示している
。
本口紅ケースの構造をさらに詳細にするために、フランス特許出願ＦＲ－Ａ－２ ２４８ 
８８０を参照することができる。
図３は、フランス特許出願ＦＲ－Ａ－２ ７６２ ７６３に記載された公知の口紅ケース１
’を示しており、これを有利に参照することができる。
ケース１’はボディ又はベース２’及び密封キャップ３’を含む外部カバーを有し、該キ
ャップは鞘７’、フェルール５’、及びスティック運送カップ６’を含む駆動機構４’を
有している。
【０００９】
フェルール５’はボディ２’と一体となって形成されており、かつ直径の反対側にある二
つのスロット１１’を有し、この中でカップ６’の直径の反対側にある二つのスタッド１
０’が滑動可能となっている。



(5) JP 4131617 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

鞘７’は外部金属スリーブ８’を含み、これはらせん状のスレッド１２’を付した内部ラ
イニング９’で内張りされている。
操作はケース１と同様である。
図４は他のケース１”を示している。
本ケース１”の構造は欧州特許出願ＥＰ－Ａ－０ ８１５ ６６６に記載されている。
ケース１”はボディ又はベース２”及び密封キャップ３”を含む外部カバーを有し、ボデ
ィ２”及びキャップ３”は例えば金属製である。
ケース１”は駆動機構４”を有し、これはボディ２”に対して固定されているプラスチッ
ク材料の組立体５”、その回転に対して自由である鞘７”、及びスティック運送カップ６
”を含んでいる。
【００１０】
カップ６”はプラスチック材料製のスレッドを設けたロッド２０に固定されており、組立
体５”に属しているナットを形成するエレメント２１とかみ合っている。
鞘７”は金属製のスリーブ８”を含み、これはボディ２”に対して回転可能であるが直進
運動は阻止されており、かつそれにかみ合うプラスチック材料製の挿入物２２を有してい
る。
縦方向に、スレッドを設けたロッド２０は直径の反対側にある二つのフラットを有してい
るが、それらは図４の断面に平行であるために図面中で見ることができない。
挿入物２２は二つの駆動表面（図４には示していない）を有し、該表面はロッド２０のフ
ラットが鞘７”を回転させて挿入物２２に対して垂直方向に運動可能であるロッド２０を
回転させ、ロッド２０のスレッドをエレメント２１にかみ合わせる。
従って、ロッド２０を回転させるとカップ６”がスリーブ８”中を垂直に運動する。
密閉キャップ３”は突出部２４を備えた挿入物２３を有することが分かるであろう。
密封するためにキャップ３”が適切な場所にある場合には、これらの突出部はスリーブ８
”中の対応する溝とかみ合う。
【００１１】
先に述べた本発明の態様のすべてにおいて、プラスチック材料製の部材を、物質Ｐに含ま
れる揮発性溶媒の蒸気と長時間接触させた場合に顕著に質量変化を生じないように選択し
た材料から製造する。
本発明において、“揮発性溶媒”という用語を、周囲温度（２５℃）及び大気圧（１０１
３hPa（７６０mmHg））において液状でかつ１時間より短い時間で皮膚又は唇から揮発す
るのに適した非水性媒体を意味するように使用する。
このような溶媒を、周囲温度かつ常圧で０．１３Pa～４０，０００Pa（１０-3mmHg～３０
０mmHg）の範囲の蒸気圧を有する媒体から選択することができる。
記載した態様において、考慮する溶媒は８～１６の炭素原子を含む炭化水素油又はその混
合物である。
このような油をＣ8～Ｃ16の分岐アルカン及びその混合物から選択することができる。
例えば、Ｃ8～Ｃ14のイソパラフィン、特にイソドデカン、イソヘキサデカン、又はイソ
ヘキシルネオペンタノエートが使用され、イソドデカンが好ましい。
市販されているイソドデカンの例として、Presperse Inc.からのpermethyl 99Aを挙げる
ことができる。
記載した態様において、物質Ｐは５％～９０％の、好ましくは少なくとも２０％の揮発性
溶媒を含む。
例として、物質Ｐは以下の組成物の一つを含むことができる：
【００１２】
例１
イソドデカン（2,2,4,6,6）ペンタンエチルヘプタン 　　　　　２０％
フェニルトリメチコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９％
ポリエチレンワックス（分子量５００）　　　　　　　　　　　２０％
顔料及び真珠箔顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１％
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顔料及び真珠箔顔料をフェニルトリメチコーンに分散し、ワックスを添加し、ワックスの
すべてが溶融するまで１００℃に加熱する。その後、８０℃でイソドデカンを添加する。
次いで溶融混合物を適切な鋳型に注ぎ込んでスティックを形成し、次いで周囲温度まで冷
却する。得られたスティックは均一、柔軟でかつ脂肪質でない。これは唇の上に快適なフ
ィルムを形成し終日移らない。
【００１３】
例２
イソドデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０％
ポリイソブテン　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 ４１％
ポリジメチルシロキサン（０．００１m2／sec（１００cSt））　　８％
ポリエチレンワックス（分子量５００）　　　　　　　　　　　２０％
顔料及び真珠箔顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１％
この口紅を実施例１と同様に製造する。得られる口紅は適用するのが容易でイソドデカン
が蒸発した後、快適で移らないフィルムが生じる。
【００１４】
例３
イソドデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５％
ポリイソブテン　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 １８％
ポリジメチルシロキサン（０．００１m2／sec（１００cSt））　　８％
ポリエチレンワックス（分子量５００）　　　　　　　　　　　１６．５％
顔料及び真珠箔顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１％
アラキジルプロピオネート　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５％
この口紅を実施例１と同様に製造し、これは同じ性質を示す。
【００１５】
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【００１６】
手順
３－シリンダーミルを使用して相Ａ中で粒状の相Ｃを粉砕する。次いでポリエチレンワッ
クスを添加し、ワックスが完全に溶解するまで１００℃で加熱する。その後フェニルトリ
メチコーン及び雲母を１００℃で添加し次いで８０℃～９０℃でイソドデカンを添加する
。次いで混合物を適切な鋳型中で８０℃～８５℃で鋳込んでスティックを得る。
先に述べた態様のすべてにおいて、物質Ｐは無視できない量のイソドデカンを含み、かつ
ケース１、１’及び１”のプラスチック材料部材を非－オレフィン熱可塑性材料で製造す
るように選択する。
従って、公知の口紅ケースの製造において一般に出会うような種類のポリプロピレン又は
高密度ポリエチレンを使用する代わりに、スチレン化合物、例えばポリスチレン（ＰＳ）
及びそのコポリマー（ＳＢ、ＳＡＮ、ＡＢＳ）、ポリ塩化ビニル及びその誘導体、ポリア
クリル系（ＰＭＭＡ）、ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）、ポリアミド（ＰＡ）、並びに飽
和熱可塑性ポリエステル、特にポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）を使用することが
可能である。
【００１７】
出願人会社が行った試験により、長時間イソドデカンの蒸気に暴露した場合、これらの材
料は顕著な質量の変化を起こさず、ポリオレフィン、例えばポリプロピレン又は高密度ポ
リエチレンと相違していることが示された。
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ポリスチレン－アクリロニトリル（ＳＡＮ）を使用してケース１及び１’のフェルール、
カップ及び内部ライニングを製造して試験を行った。
これらの試験の結果、長時間イソドデカン蒸気に暴露した後の質量変化は０．４％より小
さいことが明らかとなった。
ケース１”も、そのすべてのプラスチック材料の部材をアクリロブタジエン－スチレン（
ＡＢＳ）で製造し、測定を行ったところ、長時間イソドデカン蒸気に暴露した後の部材は
質量変化を全く示さなかった。
【００１８】
本発明は一般にすべての公知の口紅ケースに適用される。
外部カバーがポリプロピレン又は高密度ポリエチレンを含むケースの場合、これらの材料
をＡＢＳ又はＡＢＳとＳＡＮとのコポリマーで置き換えることが有利である。
駆動機構を相互に異なる材料で製造して良好な運動特性、特に使用時における良好な滑動
及び低い騒音を得ることが有利である。
従って、駆動機構の一つの部材を製造する場合、機構のある部材を製造するのに使用する
材料と異なる材料を使用することが可能であり、例えばある部材をＰＯＭで製造する一方
、他の部材をＡＢＳで製造することが可能である。
本発明により、物質の良好な保存が得られることに加え、ケースのプラスチック材料製の
部材が長期間にわたって保証された寸法安定性を有すること、相対的に高い温度において
保存した場合であっても安定性を有することが示された。
【００１９】
比較試験により、ポリオレフィン製の部材を有する機構が寸法変化の影響を受けることが
示され、該寸法変化はスティック運送カップを縦方向に移動させるために適用されるべき
トルクを顕著に変更し、かつ極限では機構を故障に導く可能性がある。
本発明は、溶媒の喪失による口紅の乾燥を回避することを可能にし、このような乾燥はス
ティックの直径を収縮させ、かつスティックを運送するカップからスティックを脱落させ
る可能性があるものであり；さらに、スティックが乾燥するとそれが硬化して物質が唇の
上で適切に広がるのを妨げる。
本発明が上記した態様に限定されないのは当然である。
特に、物質に含まれる炭化水素溶媒がイソドデカンである場合のケースに限定されない。
さらに、本発明は口紅ケースに限定されないだけでなく、気密の密封を達成することが望
ましく、かつ物質中に含まれる炭化水素溶媒の蒸気に暴露してプラスチック材料製の部材
が使用される包装装置及びアプリケーター装置のすべてに一般的に適用される。
【図面の簡単な説明】
【図１】は口紅ケースの第１の例の垂直断面図を図示したものである。
【図２】は図１のケースの駆動機構の展開図である。
【図３】は口紅ケースの第２の例の垂直断面図を図示したものである。
【図４】は口紅ケースの第３の例の垂直断面図を図示したものである。
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